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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2018 年度活動テーマ　～素材を活かしてわが家の味 ~ ～

特別増資 500250　生協子ども基金 5020252 にて毎週受け付けています、 ご協力の程宜しくお願い致します。

2018 年 4 月の予定

●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

【定期開催の催事】

•	 ゴンタの丘「常総っこ応援団」は 4月 12、26日開催します、

•	 ゆるカフェ 4 月は第 4火曜日 （24 日） に開催します。

•	 毎月第 1土曜日にじょうそう朝市を開催しています。

4/12 （木） まめいち

4/15 （日） まめいち

4/23 （月） -4/28 （土） 各地区 「おしゃべり会」

4/25 （水） 定例理事会

4/14 （土）小泉純一郎元総理講演会（茨城県民文化センター）

　　　　　　　ドコモショップ水海道店にて展即会

4/21 （土） サンフル柏店にて朝市

　　　　　　　雫の会とのコラボイベント （常総生協）

4/28 （土） ポケットファームどきどき牛久店にて出店

" いのちを育む食べもの " だから

常総生協は 「4 温度帯 （冷蔵、

冷凍、 農産、 常温）」

でお届けします！
　3 月の下旬からすでに最高気温が 20℃を超え、 体感的には " 夏

日一歩手前 " という陽気になってきました。 常総生協では 「いの

ちある食べもの」 を可能な限り最適な状態でお届けする為、 4 月 1

回より農産蓄冷剤を入れて 【4 温度帯 ( 冷凍・冷蔵・農産・常温 )】

を実施しています。 特に 4 温度帯についてよくわからない組合員

さんも多いと思います。 そこで、 今回はダイジェスト版でお知らせし

ていきます。

　常総生協はいのちある食べものに対して 「生産者からいただいた

作物を最高の状態で届けたい」 という想いから時間と労力をかけて

体制をとって実施しています。

　他生協や、 生鮮食品宅配会社ではコスト （経費） がかかる為、

実施できていないところですが、 常総生協は品質 ・ 品温に関して

最高品質のお届けを目指していきます。
農産

冷蔵

冷凍

常温
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4 温度帯を徹底解説

★なぜ 4温度帯なのか？

　常総生協では、 今から 18 年前の 2000 年に 「地域自給宣言」 を出しました。 地域＝地場産地のものを

食べていこうという指針で、 常総生協でも現在展開している農産物の 60% 近くを地場でまかなっております。

それに即して " 地場産物をできるだけ新鮮な状態でお届けしたい " という事で、 冷凍 ・ 冷蔵 ・ 常温に加え

て農産の温度帯を設定しました。 個体差はありますが、 農産の適正温度は 10 ～ 20℃の間でそれを超える

と急激に劣化をしてしまいます。 常総生協では、 最高気温が 20℃を超える 4 月より農産専用温度帯の蓄

冷剤をいれております。

★各温度帯の説明

（冷凍） -18℃以下でお届け

〇ドライアイス

　朝の時点で冷凍品をまとめて運搬する大きな箱、 通称 「Ｚボックス」 へドライアイスを投入します。 後半に

配達する分の 「Ｚボックス」 には少し多めに入れます。 ドライアイスは細かい隙間まで入り込んで冷やすこ

とができる 「ペレットタイプ」 と時間的に耐久力がある約 5 センチの 「角ドライアイス」 の 2 種類を使います。

この 2 つのドライアイスを効果的に使う事によって、 長時間低温度をキープできます。

〇蓄冷剤

組合員さんが留守の時は、 「角ドライアイス」 と冷凍専用の蓄冷剤を使用してセットし

ます。 気温や、 帰宅時間によってドライアイス、 蓄冷剤の量を各供給担当が組合員さ

んの状況に応じてセットの仕方を変えて対応しています。 ※冷凍の蓄冷剤は冷凍蓄冷

剤の潜熱を取る作業 （予冷室でねかして） ～完全凍結までの所要時間 64 時間かけ

ています。

（冷蔵） 10℃以下で設定

　10℃以下の温度を保ってお届けをしております。 「冷蔵用の蓄冷剤」 を使用しております。 ※冷蔵の蓄

冷剤は蓄冷剤の潜熱を取る作業 （予冷室でねかして） ～完全凍結までの所要時間 42 時間かけています。

（農産）　10 ～ 20℃以下で設定

 多くの生協や店頭ではロット数の多さから 2 ～ 3 日前納品の農産物が多いですが、

常総生協は 「前日納品」 を基本としております。 納品時間が午後や夕方になる産地

もあることから、ピッキング作業は当日の早朝行います。最高気温が20℃になった場合、

「農産用の蓄冷剤」 で最適な温度を保ちます。 ※蓄冷剤の潜熱を取る作業 （予冷室

でねかして） ～完全凍結までの所要時間 33 時間かけています。

　配送センターには予冷室が設備されています。 収穫したばかりの野菜は収穫熱があ

り、 ゆっくり熱を下げる必要があります。 いきなり温度を下げると低温傷害になったり、 温度を上げると汗を

かいて、 湿気 （水分） により菌が繁殖してしまうます。 ゆっくり熱を下げられるように入荷した農産物は予冷

室で預かり、 汗をかかせないように配慮し、 鮮度を保つように取り組んでいます。

（常温）

　お菓子や缶詰、 雑貨類オリコン （青い折り畳みの箱） の中に入れております。 別室にドライ室でのピッキ

ング作業になり、 温度変化の少ない環境で行っているため、 汗をかかせないようにしています。

※詳細は、 3P の配送センター見取り図および、 蓄冷フローをご参照ください。
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　その他にも入荷した商品の温度を計測、 記録を実施しています。 入荷時点での温度が良くない商品、 破

損がある商品が無いかをチェックし、 問題があるものに関しては入荷をお断りしています。 生産者が丹精込め

て育てて作った食べものを安心、 最高の状態でお届けできるように職員一同努めてまいります。
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